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建設業の働き方を変える
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データの力で切り拓く建設業界の未来
～データ駆動型の働き方と成果の追求～

建設データの可視化と分析　最前線
～経営・現場の意思決定力を向上～ 　株式会社セールスフォース・ジャパン

数多くのデータ活用プロジェクトから見えた、
建設業各社のＤＸ課題と解決策 　 　 　株式会社ＧＲＩ

アクションにつなげるデータ活用
　～支店建築設計部でのTableau導入から展開まで～ 　鹿島建設株式会社

　関西支店でのTableau導入の経緯を紹介し、「データ
を活用したいが、どうやって取り組めば良いのか」につ
いてヒントを得られるような話をします。
　データ活用には、情報の可視化やリアルタイムでの表
示、集計、分析、さらに進めた予測などのニーズがある
と思います。会社全体、支店、各部署でデータを活用す
る場面も異なりますが、まずは自分が所属する関西支店
建築設計部でテストケースとして実施し、他部署へと展
開するというステップを踏んでいきました。
　残業時間の管理についてこれまでの平均残業時間の提
示だけでは、忙しさの実態がつかみづらいと考えていた
頃、建築設計部でコンペ等での活用を目的とし、Tablea
uが導入されました。コンペでのプレゼンテーションに
活用するのが目的です。これを残業時間管理にも生かせ
るのではないかと思い、「ずっと残業時間の多い」「残
業時間の波が大きい」「残業は少ないが、繁忙時には多
い」「残業が少ない」という特徴でグループ分けしたグ
ラフを作りました。
　グラフを作成し問題点を分析した資料を示したのです
が、社内の反応を見てアクションにつなげるようなデー
タ活用が大事だという思いに至りました。
　個人でできることには限界があると考え、協力者を増
やすために実施した取り組みの一つが、社内のＳＮＳ

ツールを利用したTableauコミュニティーの作成です。
会社全体で人以上の社員がいますので、Tableauを
活用する人たちのネットワークを広げようとの思いから
です。これによって協力してくれる人も増えてきました。
　Tableauの良さがわかってくる反面で発生したのが、
ダッシュボードの増加に伴い自動更新する上で専用サー
バーが必要になるという問題です。約人が所属する
建築設計部だけでは予算的に厳しく、支店全体で使える
よう協力を要請しました。これにより、部署の取り組み
が支店でのデータ活用というフェーズに移っていくこと
になりました。
　Tableauを導入していない部署の社員向けのトライア
ル・ハンズオンセミナーも開催し、基本的な操作の説明
やグラフ作成などを体験してもらうことでTableauの利
用イメージを共有した結果、残業時間管理のダッシュ
ボードでは、各部署それぞれでExcel集計を行っていた
ものをリアルタイムで表示できるようになり、その他に
も案件ごとの業務量のグラフ化や、自由な発想でデータ
の可視化や分析を実施できる状況ができてきました。
　利用が広がってきたTableauを使って残業傾向の分析
を進め、今度こそアクションにつながるデータ活用に生
かしていきたいと考えているところです。

　当社はデータサイエンス、ＡＩ／ＢＩ／データ基盤の
構築を主な事業内容としています。過去実績として建設
業界のクライアントは５社、分析テーマは１７テーマ。建
設業界共通テーマとして人員管理や生産性分析が多く、
土木部門ならではのテーマとしてセンサーに関するもの
が多くなっています。
　建設業のエンタープライズ特有の課題として、システ
ム間のデータ分断により分析が準備段階で進まなくなっ
てしまうことが頻発することが挙げられます。これは同
一業務を支店や部署ごとに別のシステムで開発されてき
たことに起因しています。その典型例は、マスタデータ
の不備やデータの欠損です。特定支店のみ業務ルールが
異なっていることもデータ活用上の課題です。
　以上のことから建設業界は組織横断的なデータ活用が
難しいのですが、こうした課題を解決するためのお勧め
のＤＸ推進手順を紹介します。その一つがモダンデータ
スタック。分断されたデータを収集、整形、統合し、組織
横断分析による成果につなげることを目指します。デー
タ基盤は特定領域に特化したSaaS（Software as a Servi
ce）の組み合わせで構築するのが現代的な手法です。ソ
フトウェアの得意分野を組み合わせることが人気の理由

です。
　モダンデータスタックだけでうまくいくとはいえず、
データ基盤構築の初期段階でのデータ分析を行うことを
お勧めしています。Tableauを使うことで高速に初期分
析を行い、分析業務で利用しやすいデータ基盤を作るこ
とができます。
　以後、建設会社のプロジェクトから事例を紹介します。
一つは建築部門の購買管理での統計的概算費用算出。概
算費用の算出は、より情報を持つ経験者の存在が重要と
なります。ただ、経験者の持つ情報は限定的なため、会
社の過去案件の情報を使うことで理論上は良い概算費用
が算出しやすくなります。
　Tableauで案件情報を集約すれば傾向がつかめます
が、類似案件や設計情報の変数設定、物価上昇や為替情
報を含む市場環境データを踏まえて最適な価格を見つけ
ることがポイントになるでしょう。
　大型工事で機械化が進む土木部門の大規模センサー
データの扱いという事例も紹介します。数百億データに
達する膨大なデータをデータ基盤で整形を実施し、機械
学習によって予兆検知や異常検知に生かしてきました。

マスタデータの不備、欠如がデータ分析を難しくしている モダンデータスタックの考え方 社内コミニュティーで協力者を増やしていった Tableauの活用事例
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バックオフィスから現場を支援
　建設業界の需要と課題に対するデータ活用のポイント
をお話しします。建設業界に対する需要は、老朽化対策
や災害対策、継続的な大規模な建築プロジェクト、将来
に備える災害対策の三つに分かれています。その中で労
働人口の減少と高齢化、労働時間の管理、資材の高騰・
円安の影響が課題となっています。
　労働時間の管理では、「年問題」への対応が問わ
れる中でアナログな業務環境を改善していかないと課題
を克服することができません。部門間の連携が取れてい
ないとスムーズな意思決定を行うこともできないでしょ
う。
　生産性を向上させるには、意思決定に必要な情報を見
える化し、過去に渡るデータを分析することが必要です。
データ分析を担当者に依存していれば、その人が退職し
たり異動したりすると陳腐化してしまいます。特定の人
に依存することなくデータを使えるようにすることと、
データを深掘りして変化に気づけるようにすることが求
められます。
　年に米スタンフォード大学でプロジェクトが立ち
上がったTableauは「誰でもデータがわかるようにする」
ことを目指して製品開発が行われた分析ツールです。Ex

celなどさまざまなデータを取り込み、例えば工場の製
造日報や財務分析、ＳＮＳのログ分析などに使うことも
できますが、建設業での活用例をデモンストレーション
で紹介します。
　人員の空き状況やスケジューリングの管理について、
多くの企業がExcelを使用していると思いますが、複雑
なデータやリアルタイムでの更新に限界があり、関係間
での情報共有も困難です。Tableauを使うことで、モバイ
ルからいつでも情報にアクセスできるようになります。
例えば時間軸と人員の状況を工事ごとに積み上げてグラ
フ化することで、受注を目指す案件での人員配置や協力
会社への依頼、場合によっては案件の時期をずらしても
らうよう交渉するなどの工夫に役立てることができるよ
うになります。
　受注を目指す工事に充てる人員だけでなく、受注金額
や利益率なども表示できます。そうした情報を参考にし
て、受注に向けて取るべきアクションを考えていくこと
も可能となります。ビジネスに影響する社内の情報を追
跡するために、ＡＩの機能を使って必要なデータを見え
る化し、生産性や利益率をさらに向上させるためにご活
用いただけます。
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執行役員　営業本部長
高梨　成明氏

ソリューション統括本部
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リードアカウントＳＥ
河内　美樹氏

どこの領域でＤＸを進めることが効果的か Tableauはさまざまな場面で利用できる
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